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２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の
影響可能性
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飯縄上樽テフラと同規模噴火の発生可能性について検討した。

飯縄上樽テフラ（In-Kt：敷地内の厚さ>0cm）の給源である飯縄山は，鮮新世～前期更新世の地層の上に噴出した
直径約10km のソレアイト質玄武岩及び高アルミナ玄武岩を親マグマとする成層火山である。
活動は第Ⅰ活動期と第Ⅱ活動期に大別され，第Ⅰ休止期はこの二つの活動期にはさまれた期間であり，第Ⅱ休止期
は第Ⅱ活動期終了から現在までの期間である。（早津，2008）
第Ⅰ活動期は約34万年ほど前になされ，その後第Ⅰ休止期に入り山体の開析が進んだ。この開析の進んだ第Ⅰ活動
期山体を土台として，第Ⅱ活動期が開始した。第Ⅱ活動期は，成層火山期・カルデラ期・溶岩ドーム期の３期に区
分できる。第Ⅱ活動期は，約2３万年前～2２万年前に活動を開始し，溶岩ドーム期の約15万年前頃からその活動
は急速に衰退した。

H:しそ輝石質岩系，P：ビジョン輝石質岩系

飯縄山の噴火史（早津，2008）
６万年前に水蒸気爆発が発生しているが，
それ以降の噴火の形跡はなく，噴気活動や
高温の温泉の湧出などは全く認めることが
できず，現在，火山活動は完全に停止状態
にあると考えられる。（早津，2008）
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妙高火山は，４つの活動期に大別され，４つの独立した成層火山がほぼ同じ位置で古い山体の上に新しい山体が順次積み
重なって出来た多世代火山である。また，各活動期で噴出されるマグマの性質は，玄武岩質⇒安山岩質⇒デイサイト質へ
と変化する。また，妙高火山群を構成する黒姫火山・飯縄火山・斑尾火山においても，妙高火山同様に多世代火山とみな
せることができる。（早津，2008）
飯縄山の第Ⅱ期活動期においても，噴出するマグマの性質が玄武岩質⇒安山岩質⇒デイサイト質へと変化しており，現在
は活動休止期間となっている。

多世代火山としてみた妙高火山群の概要（早津，2008）

妙高火山群の形成とマグマ溜まりの関係
（早津，2008）

A：玄武岩質マグマの上昇によるマグマ溜まりの形成
B：地下深部からのマグマの供給停止
C：玄武岩質マグマの噴出による噴火活動開始
D・E:マグマは玄武岩質⇒安山岩質⇒デイサイト質へと

変化し山体が成長
F：マグマは自力噴火の能力を失い，噴火活動が終了
G：地下深部から新たな玄武岩質マグマが上昇し，前回

とほぼ同じ地点にマグマ溜まりを形成
H：玄武岩質マグマによる新たな噴火活動開始

以上より，飯縄上樽と同規模噴火の発生可能性は十分に低く，降下火砕物が
敷地に影響を及ぼす可能性は十分に低いと評価した。
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阿多鳥浜テフラと同規模噴火の発生可能性について検討
した。

阿多カルデラ起源の阿多鳥浜テフラ（Ata-th：敷地内
の厚さ4cm）は， 240ka-235kaに発生した大規模
火砕流と広域降下テフラを伴った大規模プリニー式噴
火である阿多鳥浜噴火によるもので，阿多鳥浜噴火以
降，ほぼ同じような場所で間欠的にプリニー式噴火や
小規模火砕流噴火を繰り返したが，105ka～100ka
前に阿多カルデラで阿多テフラを伴う大規模噴火が発
生した。（町田・新井，2011）
阿多火砕流噴火の後，5ka 程度の間に知林ヶ島周辺の
海域で今泉・田代の火砕流噴火が発生したが，70ka～
30ka の間は比較的静穏であったと考えられる。

柏崎刈羽原子力発電所

阿多鳥浜テフラの分布
（町田・新井（2011）より一部加筆）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (2)阿多鳥浜テフラ
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阿多カルデラの破局的噴火の活動間隔（約14
万年以上）は，最新の破局的噴火の経過時間
（約11万年）と比べて長いこと，破局的噴火
に先行して発生するプリニー式噴火ステージ
の兆候の可能性がある池田噴火が認められる
ものの，過去のプリニー式噴火ステージの破
局的噴火までに継続時間（数万年）は，池田
噴火からの経過時間（約0.6万年）に比べて十
分長いことから，破局的噴火までには十分時
間的な余裕があると考えられる。
阿多カルデラにおける現在の噴火活動は，開
聞岳における後カルデラ噴火ステージもしく
は池田におけるプリニー式噴火ステージの初
期段階と考えられる。

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (2)阿多鳥浜テフラ

噴火ステージ区分（Nagaoka,1988）

阿多カルデラの噴火史（Nagaoka,1988）
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以上より，阿多鳥浜テフラと同規模噴火の発生可能性は十分に低く，降下火砕物が敷地に影響を及ぼす可能性は
十分に低いと評価した。

阿多カルデラ地域の地震波速度構造において，深さ5km
に火山活動に関連する可能性がある低速度異常が認めら
れるものの地下浅部に大規模なマグマ溜まりはないと考
えられる。（西ほか，2001）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (2)阿多鳥浜テフラ

阿多カルデラ周辺の地震波速度構造
（西ほか，2001）
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加久藤テフラと同規模噴火の発生可能性について検討
した。

加久藤カルデラを給源とする加久藤テフラは，約33
万年前に火砕流堆積物を主体として噴出した火山灰で
あり，南九州を中心に本州中部を含むいくつかの地点
で確認されている。

柏崎刈羽原子力発電所

加久藤テフラの分布
（町田・新井（2011）より一部加筆）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (3)加久藤テフラ

(a)九州及び本州での確認地点
(b)南九州における火砕流堆積物及び効果火山灰の確認地点
点線は火砕流堆積物の分布外縁。★は噴出源位置。
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加久藤・小林カルデラ（霧島山・先霧島含む）
における破局的噴火については，約53万年前に
小林笠森噴火が，約33万年前に加久藤噴火が発
生している。
最新の破局的噴火からの経過時間（約33万年）
は，破局的噴火の活動間隔（約20万年）に比べ
て長く，破局的噴火のマグマ溜まりを形成して
いる可能性は低く，破局的噴火を発生させる供
給系ではなくなっている可能性が考えられる。
加久藤・小林カルデラにおける現在の噴火活動
は，最新の破局的噴火以降，霧島山においてイ
ワオコシ軽石等の多様な噴火様式の小規模噴火
が発生していることから，後カルデラ火山噴火
ステージであると考えられる。

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (3)加久藤テフラ

噴火ステージ区分（Nagaoka,1988）

加久藤・小林カルデラの噴出履歴

加久藤小林笠森

綾降下スコリア

イワオコシ軽石

アワオコシ
降下スコリア

約33万年約20万年噴出量(km3)

年代(万年前)

南九州の主な第四紀火山とカルデラ（井村・小林，2001）

100km3以上 100km3以上
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Goto et al.(1997）によると，加久藤カルデ
ラでの群発地震発生領域(1968年のえびの群発
地震等）を対象とした電磁法探査（MT法）に
よる調査結果から，当該領域に大規模な流体は
存在しないとしている。
当該調査による比抵抗構造によると，加久藤カ
ルデラ周辺では深さ約10km以浅で低比抵抗領
域は認められず，大規模なマグマ溜まりはない
ものと考えられる。

以上より，加久藤テフラと同規模噴火の発生
可能性は十分に低く，降下火砕物が敷地に影響
を及ぼす可能性は十分に低いと評価した。

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (3)加久藤テフラ

加久藤カルデラ周辺の比抵抗構造
（Goto et al.(1997)より一部加筆）

群発地震発生域

加久藤カルデラ周辺の比抵抗探査位置
（Goto et al.(1997)より一部加筆）

群発地震域

加久藤カルデラ
南西縁
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樅沢岳

大町Apmテフラと同規模噴火の発生可能性について検討した。

大町Apmは，槍ヶ岳西方の尾根や鎌田川の流域に分布する奥飛騨
火砕流堆積物に対比されると考えられ，その給源として水鉛谷火道
が挙げられている。（原山，1990；町田・新井，2011）
樅沢岳は水鉛火道と奥飛騨火砕流堆積物から構成され，その活動期
間は0.4Ma前後の期間であり休止期間が十分長いことから，樅沢岳
の活動可能性は低いと考えられる。

以上より，樅沢火山において，大町Apmテフラと同規模噴火の発生
可能性は十分に低く，降下火砕物が敷地に影響を及ぼす可能性は十分
に低いと評価した。

樅沢岳の階段ダイヤグラム

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (4)大町Apmテフラ

飛騨山脈における第四紀火山
（及川，2003）

及川(2003)に基づき作成
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魚沼ピンクテフラと同規模噴火の発生可能性について検討した。

魚沼ピンクテフラ（Pk：敷地周辺30km 圏内の最大厚さ>300cm）の給源である塔のへつりカルデラ（水野，2001）を含む
会津カルデラ火山群は，約7Ma から最近まで活動を続けている（山元，1992a）。個々のカルデラの形成間隔は数10万年か
ら200万年の長期にわたり，その噴出中心は狭い範囲（50x30km）に集中している。（山元，1992a）
塔のへつりカルデラの活動としては，約140万年から約110万年前の期間に隈戸火砕流（1.4Ma），芦野火砕流（1.3Ma），
南倉沢火砕流（1.2Ma），西郷火砕流（1.1Ma），天栄火砕流（1.0Ma）を噴出した（Yamamoto, 2011））。

塔のへつりカルデラ
塔のへつりカルデラの階段ダイヤグラム

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (5)魚沼ピンクテフラ

火山噴出物分布（中野ほか(2013)，一部加筆）

Yamamoto(2011)に基づき作成
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東北本州弧の応力場は，中期中新世以降はσHmax が北
東－南西方向を向く弱い圧縮応力場あるいは引張応力場
であったとされ，上部地殻内に定置した珪長質マグマに
由来するカルデラが主に形成されたのに対し，3.5Ma以
降の東西圧縮応力場により第四紀に入ると火山活動はカ
ルデラ火山を主とする活動から多数の安山岩質成層火山
を主とする活動に変化した。（吉田，2009）
会津地域において，更新世中期以降は苦鉄質－中性複成
火山体を形成し，沼沢火山のカルデラや砂子原カルデラ
は塔のへつりカルデラと比較して小型化しており，噴出
率も低い。（梅田ほか，1999）
また，カルデラ地下浅部には地震波低速度層は認められ
ない。（Yamamoto, 2011）

以上のことから，塔のへつりカルデラにおいて，魚沼ピンクテフラと同規模噴火の発生可能性は十分に低く，
降下火砕物が敷地に影響を及ぼす可能性は十分に低いと評価した。

塔のへつりカルデラ周辺の地震波速度構造
(Yamamoto,2011）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (5)魚沼ピンクテフラ



101

飛騨山脈を給源とするテフラ（出雲崎テフラ，SK110テフラ，辻又川テフラ，武石テフラ）と同規模噴火の発生可
能性について検討した。

出雲崎テフラ，SK110テフラ，辻又川テフラ，武石テフラの各テフラの給源は飛騨山脈周辺に推定されている。
（町田・新井，2011））

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎刈羽原子力発電所

武石テフラの分布
（町田・新井，2011）

SK110テフラの分布
（町田・新井，2011）

辻又川テフラの分布
（町田・新井，2011）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (6)飛騨山脈を給源とするテフラ
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飛騨山脈における第四紀火山
（及川，2003）

飛騨山脈における第四紀の火成活動
（及川，2003）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (6)飛騨山脈を給源とするテフラ

出雲崎テフラ
Sk110
辻又川テフラ

※新井・町田（2011）によれ
ば，谷口テフラ（武石テフラ
に対比）は，恵比須峠福田テ
フラ（辻又川テフラに対比）
より下位にあり，およそ
2.3Ma～2.2Maに噴出したとさ
れている。
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及川（2003）は飛騨山脈の火成活動を３つのステージに区分した。

StageⅠ（2.5Ma～1.5Ma）は伸張から中間応力場に卓越する大型
カルデラ火山と独立単成火山群の活動からなり，総マグマ噴出量
1250km3 と推定される非常に大規模な活動であった。

StageⅡ（1.5Ma～0.8Ma）は火山活動が低調であった。

StageⅢ（0.8Ma～0Ma）は東西圧縮の地殻応力場で成層火山の
活動が主であり，10km3程度かそれ以下の規模の活動が卓越し，
StageⅠ（2.5Ma～1.5Ma）に比べて噴出量は1桁以上小さい。

以上より，現在の火成活動のステージであるstageⅢにおいて，鮮新世～中期更新世以前に活動した出雲崎テフ
ラ，SK110テフラ，辻又川テフラ，武石テフラと同規模噴火の発生可能性は十分に低く，降下火砕物が敷地に影
響を及ぼす可能性は十分に低いと評価した。

飛騨山脈におけるマグマ噴出量の時間変化
（及川，2003）

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (6)飛騨山脈を給源とするテフラ
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２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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大山倉吉テフラの分布

大山倉吉テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）

層厚を表記してないものは，火山灰
分析によって確認されている地点

層厚を表記してないものは，火山
灰分析によって確認されて地点



飯縄上樽テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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飯縄上樽テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図

層厚を表記してないものは，火山
灰分析によって確認されて地点

層厚を表記してないものは，火山灰
分析によって確認されている地点



阿多鳥浜テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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阿多鳥浜テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図
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大町テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

大町テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）



魚沼ピンクテフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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魚沼ピンクテフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）



出雲崎テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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出雲崎テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図



SK110テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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SK110テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図



辻又川テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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辻又川テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）



武石テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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武石テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (1)米山

米山

火山名 米山（E37）

敷地からの距離 約16km

火山の形式・構造 溶岩流，岩脈

活動年代 ジェラシアン

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：2.75±0.14，2.48±0.17Ma(ave) (K-Ar法：小林ほか，1989)
による

米山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (2)桝形山

桝形山

火山名 桝形山（E36）

敷地からの距離 約44km

火山の形式・構造 溶岩流

活動年代 約110万年前

評価

桝形山は，単一の溶岩流から
なる単成火山（赤石，1997）で
あり，活動期間が非常に短く第
四紀の期間を通じて繰り返し活
動が認められないことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.13±0.03Ma（K-Ar法：赤石，1997）による

桝形山の噴火階段図

赤石(1997)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (3)関田

関田

火山名 関田（E32）

敷地からの距離 約47km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約160万年前～110万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.55±0.07(ave)，1.16±0.06Ma (K-Ar法：金子ほか，1989）による

関田の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (4)守門岳

守門岳

火山名 守門岳（D75）

敷地からの距離 約48km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約240万年前～約170万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：赤石・梅田(1996)の詳細な火山形成史の研究による

守門岳の噴火階段図

赤石・梅田(1996)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (5)茶屋池

茶屋池

火山名 茶屋池（E33）

敷地からの距離 約52km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約80万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.8±0.1Ma(ave) (K-Ar法：柳沢ほか，2001）による

茶屋池の噴火階段図
柳沢ほか(2001)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (6)八十里越

八十里越

火山名 八十里越（D74）

敷地からの距離 約53km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約240万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

八十里越の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (7)飯士山

飯士山

火山名 飯士山（E35）

敷地からの距離 約57km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約30万年前～20万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

飯士山の噴火階段図

赤石・梅田(2002a)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (8)浅草岳

浅草岳

火山名 浅草岳（D76）

敷地からの距離 約57km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約170万年前～約150万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.62±0.05，1.64±0.05 ，1.54±0.06 ，1.58±0.05 ，
1.56±0.06 Ma (K-Ar法：赤石・梅田，2002b）による

浅草岳の噴火階段図

赤石・梅田(2002b)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (9)毛無山

毛無山

火山名 毛無山（E31）

敷地からの距離 約60km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約160万年前～100万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.58±0.09(ave)，1.39±0.07(ave)， 0.99±0.08(ave)Ma 
(K-Ar法：金子ほか，1989）による

毛無山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (12)新潟江星山

火山名 新潟江星山（E52）

敷地からの距離 約66km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約124万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

新潟江星山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.24Ma (K-Ar法：大場，2006）による

新潟江星山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (13)鳥甲山

火山名 鳥甲山（E29）

敷地からの距離 約66km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 90万年前～70万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

鳥甲山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.85±0.05，0.77±0.07Ma (K-Ar法：金子ほか，1989）による

鳥甲山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (14)容雅山

火山名 容雅山（E49）

敷地からの距離 約69km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約40万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

容雅山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.40±0.03，0.49±0.03Ma (K-Ar法：高野，1994）による

容雅山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (15)斑尾山

火山名 斑尾山（E45）

敷地からの距離 約72km

火山の形式・構造 成層火山，溶岩ドーム

活動年代 0.7Ma～0.5Ma

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

斑尾山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.70±0.05，0.67±0.04，0.55±0.04Ma (K-Ar法：早津ほか，1994）
による

斑尾山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (16)高社山

火山名 高社山（E28）

敷地からの距離 約73km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 30万年前～20万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

高社山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.25±0.05，0.20±0.02，0.19±0.03Ma (K-Ar法：金子ほか，1989）
による

高社山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (20)奈良俣カルデラ

火山名 奈良俣カルデラ（E14）

敷地からの距離 約76km

火山の形式・構造 カルデラ

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。 奈良俣カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：2.1±0.2Ma (FT法：山元，2014）による

奈良俣カルデラの噴火階段図

山元(2014)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (21)箱山

火山名 箱山（E38）

敷地からの距離 約78km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

箱山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：2.10±0.12Ma (K-Ar法：赤羽，1992）による

箱山の噴火階段図
赤羽(1992)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (25)アヤメ平

火山名 アヤメ平（E07）

敷地からの距離 約82km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約160万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

アヤメ平

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

アヤメ平の噴火階段図

日本の第四紀火山カタログに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (27)上州武尊山

火山名 上州武尊山（E13）

敷地からの距離 約84km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約120万年前～100万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

上州武尊山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

上州武尊山の噴火階段図
日本の第四紀火山カタログに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (28)髻山

火山名 髻山（E44）

敷地からの距離 約85km

火山の形式・構造 溶岩ドーム

活動年代 約20万年前

評価

髻山は，孤立した小規模な単
成火山（早津，2008）であり，
活動期間が非常に短く第四紀の
期間を通じて繰り返し活動が認
められないことから，将来の活
動可能性はない。

髻山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.20±0.04Ma (K-Ar法：早津・河内，1997）による

髻山の噴火階段図

日本の第四紀火山カタログに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (30)雁田山

火山名 雁田山（E39）

敷地からの距離 約86km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約280万年前～240万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

雁田山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

雁田山の噴火階段図

年代根拠：2.77±0.14Ma (K-Ar法：赤羽ほか，1992）による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (33)御飯岳

火山名 御飯岳（E25）

敷地からの距離 約90km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約110万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

御飯岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）
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御飯岳

年代根拠：1.10±0.09Ma (K-Ar法：金子ほか，1989）による

御飯岳の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (34)鬼怒沼

火山名 鬼怒沼（E05）

敷地からの距離 約92km

火山の形式・構造 溶岩流，火砕流

活動年代 約24万年前

評価

鬼怒沼は，鬼怒沼黒田原テフ
ラ噴火とこれに連続した鬼怒沼
溶岩流の流出イベントのみから
なる単成火山（山元，2012）で
あり，活動期間が非常に短く第
四紀の期間を通じて繰り返し活
動が認められないことから，将
来の活動可能性はない。

鬼怒沼

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

鬼怒沼の噴火階段図

年代根拠：0.24±0.05Ma （FT法：山元，1999）による

山元(1999)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (35)四郎岳

火山名 四郎岳（E08）

敷地からの距離 約92km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約2.2Ma

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

四郎岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

四郎岳の噴火階段図

年代根拠：約2.2Ma (K-Ar法：佐々木ほか(1994)の図1 ）による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (36)沼上山

火山名 沼上山（E11）

敷地からの距離 約95km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 110万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

沼上山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

沼上山の噴火階段図

年代根拠：約1.1Ma (K-Ar法：佐々木ほか(1994)の図1）による

日本の第四紀火山カタログに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (37)砂子原カルデラ

火山名 砂子原カルデラ（D72）

敷地からの距離 約96km

火山の形式・構造 カルデラ，溶岩ドーム

活動年代 約29万年前～22万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

砂子原カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

砂子原カルデラの噴火階段図

山元(2012)に基づき作成
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山元・須藤（1996）では，砂子原カルデラの噴出物として，砂子原－逆瀬川テフラ（Sn-Sk：
FT029±0.06Ma）及び砂子原－久保田テフラ（Sn-KB：FT0.22±0.05 Ma）を確認している。
鈴木ほか（2004）では， 135ka～125kaに噴出したと考えられる田頭テフラ（TG）の給源は，
降下火砕物の層厚変化ならびに岩石学的特徴から沼沢カルデラないし砂子原カルデラであり，おそら
く後者である可能性が高いとしている。また，山元・須藤（1996）における砂子原－久保田テフラ
（Sn-KB）が，田頭テフラであるとしている。
また，鈴木ほか（2004）では，沼沢カルデラと砂子原カルデラの活動期間は重ならず，田頭テフラ
の噴出年代に砂子原カルデラの活動は終息し，その後沼沢カルデラに活動の場が移ったようであると
している。
山元（2012）においては，鈴木ほか（2004）の主張に対して，砂子原－久保田テフラ（Sn-KB）
の岩石学的特徴は田頭テフラと明瞭に異なるとしている。
山元（2012）における砂子原カルデラの活動時期は，「日本の火山（第３版）」（中野ほか，
2013 ）及び「第四紀噴火・貫入活動データーベースVer.1.00」（西来ほか，2014）と整合して
おり，この知見を砂子原カルデラの活動時期として採用した。
将来の活動可能性の評価においては，地球物理学的及び地球化学的調査の結果や周辺火山の活動状況
を総合的に判断し，砂子原カルデラを将来の活動可能性のない火山として評価し，沼沢火山を発電所
に影響を及ぼし得る火山として評価した。

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (37)砂子原カルデラ
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (38)根名草山

火山名 根名草山（E04）

敷地からの距離 約97km

火山の形式・構造 溶岩ドーム

活動年代 約30万年前

評価

根名草山は，溶岩ドームからな
り，活動期間が非常に短く第四
紀の期間を通じて繰り返し活動
が認められないことから，将来
の活動可能性はない。

根名草山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

根名草山の噴火階段図

年代根拠：0.40±0.06，0.34±0.13，0.25±0.02Ma (K-Ar法：新エネルギー
綜合開発機構，1987）による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (40)錫ヶ岳

火山名 錫ヶ岳（E10）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約2.1Ma，約2.7Ma

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

錫ヶ岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

錫ケ岳の噴火階段図

年代根拠：約2.1Ma，約2.7Ma (K-Ar法：佐々木ほか(1994)の図1による）

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (41)岩戸山

火山名 岩戸山（E53）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

岩戸山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

岩戸山の噴火階段図

年代根拠：隣接地域の既知年代層(大峰累層：2Ma以前)に不整合に覆われる。

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (42)博士山

火山名 博士山（D71）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約280万年前～250万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

博士山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

博士山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (43)小野子山

火山名 小野子山（E17）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 1.3Ma-1.2Ma

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

小野子山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

小野子山の噴火階段図

中村(1997)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (47)奇妙山

火山名 奇妙山（E41）

敷地からの距離 約101km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約290万年前～240万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

奇妙山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

奇妙山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (48)皆神山

火山名 皆神山（E40）

敷地からの距離 約103km

火山の形式・構造 溶岩ドーム

活動年代 約30万年前

評価

皆神山は，溶岩ドームからなり，
活動期間が非常に短く第四紀の
期間を通じて繰り返し活動が認
められないことから，将来の活
動可能性はない。

皆神山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）
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皆神山の噴火階段図

年代根拠：0.35Ma(K-Ar法：森本ほか,1966)及び0.29±0.03Ma(K-Ar法：金
子ほか,1991）による

日本の第四紀火山カタログに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (49)皇海山

火山名 皇海山（E12）

敷地からの距離 約105km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 約160万年前～90万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

皇海山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

皇海山の噴火階段図

日本の第四紀火山カタログに基づく作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (50)桧和田カルデラ

火山名 桧和田カルデラ（D69）

敷地からの距離 約108km

火山の形式・構造 カルデラ

活動年代 約300万年前～260万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

桧和田カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

仏沢火砕流

桧和田カルデラの噴火階段図

年代根拠：2.64±0.2Ma （K-Ar法：山元,1992a）による

山元(1992a)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (53)篠山

火山名 篠山（E43）

敷地からの距離 約109km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 ジェラシアン

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

篠山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

篠山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (55)太郎山

火山名 太郎山（E54）

敷地からの距離 約112km

火山の形式・構造 単成火山？

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

太郎山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

太郎山の噴火階段図

年代根拠：2.1±0.5Ma (ave)（K-Ar法：三村・原山,2002）による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成



152

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (59)三峰山

火山名 三峰山（E42）

敷地からの距離 約115km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 ジェラシアン

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

三峰山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

三峰山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (60)塩原カルデラ

火山名 塩原カルデラ（E01）

敷地からの距離 約119km

火山の形式・構造 カルデラ －火砕流

活動年代 約35万年前～約30万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

塩原カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

塩原カルデラの噴火階段図

山元(2012)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (62)爺ヶ岳

火山名 爺ヶ岳（E56）

敷地からの距離 約120km

火山の形式・構造 カルデラ-カルデラ埋積火砕流

活動年代 約200万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

爺ヶ岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

爺ケ岳の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成



155

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (63)二岐山

火山名 二岐山（D67）

敷地からの距離 約123km

火山の形式・構造 成層火山，溶岩ドーム

活動年代 約14万年前～9万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

二岐山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

二岐山の噴火階段図
山元(2012)に基づき作成
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火山名 塔のへつりカルデラ群（D68）

敷地からの距離 約125km

火山の形式・構造 カルデラ

活動年代 塔のへつりカルデラ，成岡カル
デラ，小野カルデラ

約140万年前～100万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

塔のへつりカルデラ群

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (64)塔のへつりカルデラ群

塔のへつりカルデラ群の階段噴火図

Yamamoto(2011)に基づき作成
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火山名 会津布引山（D66）

敷地からの距離 約126km

火山の形式・構造 成層火山

活動年代 140万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

会津布引山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (66)会津布引山

会津布引山の噴火階段図

年代根拠：1.4±0.2Ma （K-Ar法：山元,2006）による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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火山名 猫魔ヶ岳（D65）

敷地からの距離 約128km

火山の形式・構造 成層火山，溶岩ドーム

活動年代 約143万年前～40万年前

評価

最新活動以降の経過時間が，過
去最大の休止期間よりも長いこ
とから，将来の活動可能性はな
い。 猫魔ヶ岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (67)猫魔ヶ岳

猫魔ヶ岳の噴火階段図
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地質年代　　(Ma)
噴出物名称火山体

地質層序と矛盾のない年代測定結果（採用値）

地質層序と矛盾する年代測定結果（不採用値）

新猫魔火山

古猫魔火山    第２休止期(0.36)

  第３休止期(0.28)

第１休止期(0.32)

活動休止期間

三村(2002)及び新エネルギー・産業
技術総合開発機構(1990)に基づき作成

三村(2002)に基づき作成
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火山名 荒船山（E20）

敷地からの距離 約136km

火山の形式・構造 成層火山？

活動年代 約220万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

荒船山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (70)荒船山

荒船山の噴火階段図

年代根拠：京塚デイサイト質溶岩＝2.18±0.06Ma(ave)（K-Ar法：佐藤,2005）
による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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火山名 美ヶ原（E81）

敷地からの距離 約141km

火山の形式・構造 溶岩流

活動年代 約210万年前～120万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

美ヶ原

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (73)美ヶ原

美ヶ原の噴火階段図

Nishiki et al.(2011)に基づき作成
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火山名 樅沢岳（E61）

敷地からの距離 約148km

火山の形式・構造 火砕流台地

活動年代 約40万年前～30万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

樅沢岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (75)樅沢岳

樅沢岳の噴火階段図

年代根拠：0.42Ma～0.3Ma （FT法：及川,2003）による

及川(2003)に基づき作成
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火山名 八柱火山群（E83）

敷地からの距離 約151km

火山の形式・構造 成層火山群

活動年代 約120万年前～80万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

八柱火山群

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (78)八柱火山群

八柱火山群の噴火階段図

Nishiki et al.(2011)に基づき作成
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火山名 霧ヶ峰（E82）

敷地からの距離 約152km

火山の形式・構造 溶岩流及び小型楯状火山，溶岩
ドーム

活動年代 約130万年前～75万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

霧ヶ峰

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (79)霧ヶ峰

霧ヶ峰の噴火階段図
Nishiki et al.(2011)に基づき作成
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火山名 穂高岳（E60）

敷地からの距離 約153km

火山の形式・構造 カルデラ-火砕流台地

活動年代 約170万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況及び地
温勾配の分布などから，将来の
活動可能性はない。

穂高岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (80)穂高岳

穂高岳の噴火階段図

年代根拠：1.75Ma (恵比須峠火砕堆積物)及び1.76Ma(丹生川火砕流堆積物)
（及川，2003)による

及川(2003)に基づき作成
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